
    

■台風第１０号等雨量線図（国交省・気象庁観測地点）  

〔総雨量：令和元年８月１４日～令和元年８月１６日〕  

■レーダー雨量画像 (出典：川の防災情報ホームページ )  

令和元年 ８月１５日 ３時００分 

■台風第１０号経路図 (出典：気象協会ホームページ )  ■気象衛星画像 (出典：気象庁ホームページ )  

令和元年 ８月１５日 ３時００分 

 仁淀川流域：池川 （国交省） ３１８mm  

■代表的な雨量観測所における累加雨量  

仁淀川流域 

気象の概要  （令和元年８月 台風第１０号） 

 台風第１０号の気象概要 

令和元年８月６日１７時にマリアナ諸島付近で発生した台風第１０号は、勢力を強めな
がらゆっくりと北上を続け、九州と四国間の豊後水道を通過した後に、８月１５日２１時
３０分頃に広島県呉市付近に上陸しました。 

仁淀川流域では、この台風により８月１４日から８月１６日までの総降水量が多いとこ
ろで５００ミリを超えるなど、記録的な大雨となり、大渡ダム上流の流域平均総降水量
は、３８４mm(速報値)を記録しました。 



仁淀川の対応状況（令和元年8月 台風第10号） 
・大渡ダムの洪水貯留の状況 

 台風第10号における大渡ダム洪水貯留状況 

大渡ダムでは、最大流入量毎秒約2,670m3のうち、約１割に相当する毎秒約320m3

をダムに貯留し、ダムからの流下量を約2,350m3に低減させました。 
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下流に流す水を 
約12%低減 

（毎秒３２０m3） 

流入量最大 毎秒約２，６７０ｍ３ 

ダム流下量最大 毎秒約２，３５０ｍ３ 

最大時間雨量２６mm 



▽ダムがなかった場合の最高水位 標高57.50m（水位9.34m） 

本洪水の最高水位 標高57.18m（水位9.02m) 

大渡ダムの洪水貯留による効果 

 

 

 大渡ダムの洪水貯留により、ダムが無かっ
た場合の越知地点の河川の水位を約
30cm低下させました。 

 大渡ダムに洪水を貯留したことより 

           越知地点の水位を低減 

 

 

約 ３０cm 水位を低下 

［速報版］ 

• 大渡ダムにおいて、平年の発生量の約２倍にあたる約１，０００m3の流木を捕捉す
ることにより、流木による下流の被害を軽減させました。 

 大渡ダムの流木の捕捉状況 

 

 

 

  

  


